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「こどもの’want’」と「地域」をつなぎ、

オール岐阜で「 」を育てるm r a
ミ ラ イ

〜中⾼⽣ためのサードプレイスの提案〜
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こどもが心から笑顔の時、後向き（－）の感情を抱く大人はいない

こどもが心から笑顔の時、前向き（＋）の感情しか抱いていない

こんなシーンがたくさん増えれば、 は明るい

そんな をオール岐阜で育てる環境を創りたい

m r a
ミ ラ イ

m r a
ミ ラ イ
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テーマ こどもファースト



３ 提案施策 中⾼⽣の秘密基地Gifu Child Freeak

４ 今後の展望/まとめ

１ 社会的背景と岐阜市の現状
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２ テーマの背景と理想の状態

本日のアジェンダ



時代の変化

・人口減少・少子⾼齢化に伴う様々な影響

出典︓国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所
日本の将来推計⼈⼝(平成29年推計)

年少(0〜14歳)人口の推移

2021年 1400万人

2056年 1000万人

2065年 684万人

約1/2

低い自己肯定感

・日本のこどもの心の課題は深刻

■自分は価値ある人間だと思う︓8%

■放課後に週2日以上1人︓41%

出典︓日本⻘少年研究所「⾼校⽣調査」

出典︓「児童の放課後活動の国際⽐較」

（アメリカ57％、中国47％、韓国20％）

（イギリス18％、ドイツ21％、韓国28％）
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１ 社会的背景



人口減少、少子⾼齢化の進展

まちの変化

自己肯定感や挑戦心の状況

・柳ケ瀬周辺エリアでは新規出店が約150店（2014~）

・まちづくり協議会 43協議会設⽴(H16〜)

市税収入の減少、地域の担い⼿不⾜ 自己肯定感や挑戦心が低調

人、団体等の地域資源が増加

20年で
5万人減

人口の推移

出典︓国勢調査(総務省)、
2020年以降は岐⾩市推計

中3の意欲の推移

岐⾩市の結果を47都道府県の順位に当てはめたもの

・失敗を恐れないで
挑戦している47位

・夢や目標がある48位

5

１ 岐阜市の現状



2040年ごろの将来像
「人がつながる 創造が⽣まれる しなやかさのあるまち」

岐阜市子ども・子育て支援プラン
（2020年3月）:子ども未来部

「こどもファーストでみんなを笑顔にするまち」教育・子育ての方向性

命の大切さ 子育てへの希望や安心感

教育の再デザイン 可能性を広げる幼児教育 次代に相応しい⾼等教育

子どもと教育を中心とするまちづくり

岐阜市教育大綱
（2020年12月）:教育委員会

岐阜市未来の
まちづくり構想

オール岐阜で
取組みを考える
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２ テーマの背景



２ テーマの背景

家庭

地域

学校

多忙

いじめ

学力低下

コミュニティ
の希薄化

高齢化

貧困

DV

少子化

ｱﾌﾀｰｺﾛﾅ

多忙

財政減

凡例
・・・課題 ・・・地域資源

⼈

⼈

大学

⺠間企業

商店街

公園

自治会

歴史

自然

こども

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

自己肯定感
低下

こども取り巻くイメージ
地域にはたくさんの

資源があり
可能性は無限大

担い手不足

こどもと地域の
関わりから

が⽣まれる
7

m r a
ミ ラ イ



‘want’は地域の中にある ‘want’を叶え、後押しする

家庭 学校

あんなことしたい！誰かに相談したい！

踏み出したいけど、
どう始めれば… 誰かと繋がりたい

家庭 学校

ここにこれば安心！

踏み出すきっかけ
を得られる！

身近にこんな人がいたんだ

あそこに行けばできる！

こども こども

地域

地域
コーディネート機能をもつ

サードプレイス

料理

教える

商店街

場所を使う

外国⼈

文化を
学びあう

自治会

⾼齢者

体験を
語る

歴史

スケボー

お⾦ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

料理

歴史 自然

スケボー

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

商店街

⾼齢者
外国⼈

自治会

お⾦

before after

8

２ 「現状」と「ミライ」の比較



〜岐⾩市の現状の取組み(サードプレイス)〜
名 称 概 要

⻘少年会館 社会的自⽴⽀援、学びの提供、社会参加の促進を柱に、
体験活動を通じて、⻘少年の自⼰実現を応援する施設

ぎふメディアコスモス
図書館、市⺠活動交流センター、ホール、カフェなどを
備えた複合施設で、さまざまな⼈が集まり、学び、繋が
る、市⺠の憩いの場

科学館 プラネタリウムや天文台、動く展示や参加体験のできる
展示を主体にこどもも大⼈も楽しめる知的レジャー施設

ターゲットは中⾼⽣

46
13 5 1 16

各地域に計65箇所こども向けサードプレイスの箇所数
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・小学⽣以下の利⽤に限定
・中学⽣以降はこどもに特化した

サードプレイスが少ない

２ 「ミライ」に向けた現状の支援策
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岐阜市のサードプレイスの
新しいスタンダードを創る︕

中⾼⽣による、中⾼⽣のためのゆるい空間

中⾼⽣の’want’に徹底的に向き合い、
熱狂の芽を育てる

２ 「ミライ」に向けたｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽの考え方



ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに
求めること

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ像
を決定

新しい
ｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽのｲﾒｰｼﾞ

秘密基地
モデル事業の候補地

⻘少年会館に設定

・居心地のよい
自由な場

・きっかけに出会う場
・挑戦/熱狂できる場

・中⾼⽣を主役に
考えられる

・地域との繋がりを
開拓できる

・カリキュラム運営や
マネジメント
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中⾼⽣の意⾒

ｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽを
どこに創るか

・エリアごとに配置
・中⾼⽣も大⼈も

集りやすい場所

２ 「ミライ」に向けたｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽの考え方



中⾼⽣の秘密基地
Gifu
Child
Freeak
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３ 提案施策



ﾅﾅﾒ上の
関係

中⾼⽣の秘密基地
Gifu
Child
Freeak

●コーディネータ－
が伴走

学びのきっかけ
安心/気づき

学びの深化
挑戦/熱狂

商店街 自治会

個別連携協定
ベネッセ など

○親近感
○違う⾓度から
新しい視点

有償・無償
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等
からの学び

技術/ﾌｨｰﾙﾄﾞ等
の提供

報酬/
⼈材の認知

施設開設
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

開催
施設改修/
施設管理

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
選定 広報活動 運営MTG

開催

包括連携協定
⼗六銀⾏、市内大学 など
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中⾼⽣が主役
●中⾼⽣が運営に携わる

３ 提案施策 ~中高生の秘密基地Gifu Child Freeak~



学びのきっかけ・安心/気づき 学びの深化・挑戦/熱狂

育成

ナナめ上
の関係

伴走

空間イメージ

週数回（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが用意）
イベントによって参加費負担

ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ

中⾼⽣

大学⽣

伴走学び
学び

コンテンツ参加
情報発信

チャット相談

居心地が良い空間

ニーズに合わせた備品の配置

→WS等で中⾼⽣と一緒にデザイン
→中⾼⽣ならだれでも利⽤可能

→(例)無料Wi-fi/3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ/ｹﾞｰﾐﾝｸﾞPC/
ｸﾛﾏｷｰｽﾀｼﾞｵ/卓球台 など

月数回（中⾼⽣が主体的に考えたもの）
プロジェクトによって参加費負担

（例）

異⽂化交流
しよう︕︕

（例）

商店街で大運動会
をしよう︕︕

イメージ
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３ 提案施策 ~中高生の秘密基地Gifu Child Freeak~

コーディネーターが伴走支援

タブレット端末
の活用



３ STORY

友人に誘われて何気なく「Gifu Child Freeak」を訪れた中学生のアサカワくん。

人工芝で寝っ転がっておしゃべりする子、

真剣な顔でミーティングしている子が目に映る。

ここは何をしても良い場所なんだ。

話しかけてくれたのはコーディネーターのサヤカちゃん。

サヤカちゃんの明るい声にテンションが上がり、少し自分をさらけ出す。

会話が弾む。

初めての自分でもただ温かく迎えてくれる居心地の良い空間。

なんとなく、また来たくなった。
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３ STORY
別の日、アサカワくんは再び「Gifu Child Freeak」へ。

大学生スタッフのイイヌマくんは動画編集をかじっているらしい。

それを一緒に見て、親しくなったカトウくんも動画編集に興味があり、

オンライン講座「地域クリエイター図鑑」をきっかけに来たらしい。

自分も施設の機材で動画編集をやってみる。 あれ、おもしろッ！

サヤカちゃんつてにまちのクリエイターとつながる。

ミライへの扉が開く。

気がつけばすでに半年、

今日は友達のスザキが企画した商店街での大運動会。

笑顔の撮影と動画編集は俺に任せろ！！



出典︓第6回岐阜市公教育検討会議資料
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３ 提案施策 ~中高生の秘密基地Gifu Child Freeak~



開
設
前

施
設
改
修

開
設
後

施設開設ロードマップ…施設を創り上げる過程から大切にし、中⾼⽣も⼀緒に企画する

中⾼⽣の本⾳調査︕中⾼⽣のwantはどこにあるか︕︖

アンケート調査 ワークショップ

コーディネーターの募集/選定 ⇒プロポーザルにより決定
大人と中⾼⽣の意⾒を集約し仕様書を作成

中⾼⽣スタッフの募集 ⇒公募により決定
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どんな施設なら
⾏きやすいかな

こんなｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
だったらいいな

居心地のいい
場所ってなんだろ

３ ロードマップ

中⾼⽣の意⾒を反映



開
設
前

施
設
改
修

開
設
後

施設開設ロードマップ…施設を創り上げる過程から大切にし、中⾼⽣も⼀緒に企画する

施設づくりのワークショップに中⾼⽣も参加
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３ ロードマップ



開
設
前

施
設
改
修

開
設
後

施設開設ロードマップ…施設を創り上げる過程から大切にし、中⾼⽣も⼀緒に企画する

運営ミーティング

○ 中⾼⽣が主体的に進めるプロジェクトの企画
→関連する企業等も交える

○ 運営しながら良い方向にブラッシュアップ
〇 ⻘少年会館のあり⽅検討 20

中⾼⽣
スタッフ

大学⽣

コーディ
ネーター

地域・
企業

⾏政

３ ロードマップ



準備期間（R5） １年目（R6） ２年目以降(R7～)

補助⾦︓日本財団「子ども第三の居場所」事業補助⾦の活用
運営費→月額60万円以下（コミュニティモデル）【補助率100％】
整備費→原則上限5000万円【補助率100％】

コーディネーター募集・決定
公募、選定委員会により決定

事業補助⾦の申請

項目
支出
(千円)

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ運営費
(6回程度)

350

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ選定費 137
設計費 1,600
合計 2,087

施設改修設計

施設改修
ワークショップ開催

運営開始

継続運営
プロジェクト等の企画
運営ミーティング
ブラッシュアップ

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

財
源

項目
支出
(千円)

委託費
(ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ/ﾊﾞｲﾄ人件費)
(備品ﾘｰｽ費)(ｲﾍﾞﾝﾄ等雑費)

6,886

施設改修費 16,000
合計 22,886

項目
支出

（千円）

委託費
(ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ/ﾊﾞｲﾄ人件費)
(備品ﾘｰｽ費)(ｲﾍﾞﾝﾄ等雑費)

10,172

合計 10,172

中⾼⽣の本⾳調査
ワークショップ/アンケート
市⺠団体へのヒアリング
地域の大⼈との交流
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３ 財源考察

⻘少年会館のあり方検討



施設の利用者数 5,000人

中高生が企画したプロジェクト数 12件

地域のイベントに参加・協力した数 6件
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３ 施策の効果ＫＰＩ
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４ 今後の展望

モデル事業から全市展開へ

岐阜を動かす中⾼⽣の増加
中⾼⽣に関わる大人の増加

中⾼⽣の
ｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽの増殖
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こどものwant と 地域 が繋がっていく。

中⾼⽣の秘密基地で

m r a
ミ ラ イ

４ まとめ



カトウ

25ご清聴ありがとうございました

イイヌマアサカワ ウシキ

マナベ

こどもファーストでみんなを笑顔にするまち

スザキ


